
２０２６年  ７月  ２６日  
 

 主 日 礼 拝  ８時半 ／ 10 時半 ／ 夜 7 時 

  

司  会               白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷                石井 洋子姉 

賛  美   聖歌４６１番「ながしたまいし」 
～主イエスこそはわが隠れ家～ 

   パウロの祈り① 

聖書朗読   テモテへの手紙一 ２章１～７節 

             〔共同訳ｐ３７６／口語訳ｐ３２８〕 

特別讃美   西田 玲美奈姉 

     メッセージ  「パウロの弟子訓練―祈りの訓練」 
                       石井 潤牧師 

献  金  聖歌２５５番「イエスのもとに｣ 
（献金：和田姉・小林[弘]姉） 

賛  美  ～「イエスあなたの名は」～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕  

賛  美   ～「いのちの光」～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆今朝も礼拝の恵みを感謝します！午後は聖歌隊の練習が行われます！ 

★今週の祈会：明朝６時/木曜朝１０時半(お掃除１２時)と夜７時半/土曜夜８時 

☆来週の日曜礼拝では、誕生祝福式と聖餐式が行われます。午後は執事会を行い

ます。(礼拝司会：白川兄/代表祈祷：石井兄/献金奉仕：寺澤[千]姉・渡辺姉)。 

★今年も半年守られたことを感謝して「上半期感謝献金」をお捧げ致しましょう! 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔７/２６－８/２〕☆ 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 
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○/○○○

○ 
○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ ○/○○○ 
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○/○○
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 
「神はすべての人が救われて、真理を理解するに至ることを切に望ん

でおられます。その真理とはこうです。神と人間とは、それぞれ別の岸

に立っています。そして、人となられたキリスト・イエスがその間に立ち、

ご自分のいのちを全人類のために差し出すことによって、両者の橋渡

しをされたのです。これこそ、時が至って、神が私たちに示された教え

にほかなりません。」             テモテへの手紙一 ２章 4-6 節〔LB〕 

 

イエス様は十字架に掛かられる直前に、当時のローマ総督であった、

ポンテオ・ピラトと一対一で会話をされました。その中で、「私は真

理を証するためにこの世に来た」と語られました。そして、それに対

してピラトが「真理とは何か？」と質問しました。 

パウロはその答えをこの聖書箇所で明らかにしています。真理とは、

神はお一人であり、その神に導くお方もイエス・キリストお一人であ

るということ。その真理をこの世は知り得ません。聖霊様だけが、そ

の真理を明らかにされます[ヨハネ 14-16 章]。 

ですから、まず、聖霊様を受け入れる必要があります。それは、イ

エス様を救い主としてお迎えすることから始まります。その後に真理

が理解できるようになるのです。 

人々がその救いを受け止めることができるようになるために、私た

ちは熱心に祈らなければなりません。そして、聖霊様に豊かに働いて

いただかなければなりません。 

だからこそ、男性は、世の中での戦いがありますが、まず、神の前

に膝をかがめて、神様からの愛の思いを与えられて、飢え渇いて祈ら

なければなりません。そして、女性たちは男性がしっかりと神の前に

出て祈れるようにサポートしていくことが求められているのです。 

「パウロの弟子訓練―祈りの訓練」 
～すべての人が真理を知ることができるように～ 

 

 


